
一

　
　
　
『
リ
ッ
ト
ン
調
査
団　

満
鉄
特
製
ア
ル
バ
ム
』
に
つ
い
て

村
田
雄
二
郎

　
　
　

は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
東
洋
文
庫
が
古
書
店
を
通
じ
て
二
〇
二
二
年
度
に
購
入
し
た
写
真
ア
ル
バ
ム
、League of N

ations Com
m

ission 

of Inquiry in M
anchuria A

lbum
, South M

anchuria Railw
ay, M

ay 1932. 

で
あ
る
。
サ
イ
ズ
は
縦
41
㎝
、
横
30
㎝
。
周
知
の
よ

う
に
、
一
九
三
一
年
九
月
に
発
生
し
た
満
洲
事
変
を
承
け
て
、
国
際
連
盟
は
一
二
月
の
理
事
会
で
満
洲
調
査
委
員
会
（
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
）

の
派
遣
を
決
定
し
た
。
本
ア
ル
バ
ム
は
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
が
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
を
現
地
に
迎
え
、

満
洲
国
（
一
九
三
二
年
三
月
一
日
成
立
）
や
関
東
軍
と
連
携
し
て
、
日
本
の
満
洲
占
領
と
建
国
の
正
当
性
を
国
際
連
盟
に
訴
え
る
目
的
で

作
成
・
贈
呈
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
扉
に
は“W

ith the Com
plim

ents of Count Y
asuya U

chida, President, South 

M
anchuria Railw

ay Com
pany

〔
満
鉄
総
裁　

伯
爵
内
田
康
哉　

謹
呈
〕”

の
辞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

　

本
ア
ル
バ
ム
は
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
正
規
メ
ン
バ
ー
（
五
名
）
に
向
け
て
特
製
さ
れ
た
も
の
で
、
至
る
と
こ
ろ
英
語
の
説
明
が
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
向
け
で
は
な
く
、
報
告
書
を
執
筆
す
る
委
員
の
た
め
に
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
部
数
が
作
成
さ
れ
た
と
思
し



二

い
。
満
鉄
本
社
に
控
え
を
置
き
、
あ
る
い
は
内
地
の
宮
中
、
外
務

省
な
ど
政
府
機
関
に
も
贈
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、

い
ま
そ
の
所
蔵
を
日
本
国
内
の
図
書
館
や
資
料
館
で
確
認
で
き
な

い
。
国
外
で
は
、
国
際
連
盟
本
部
に
贈
ら
れ
た
一
冊
が
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
国
際
連
合
図
書
・
文
書
館
（T

he U
N

 Library &
 A

rchives 

Geneva

）
に
遺
さ
れ
て
い
る

（
１
）。

　

ち
な
み
に
、
同
館
は
国
際
連
盟
文
書
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
ウ
ェ

ブ
で
公
開
し
つ
つ
あ
り
、
中
に
は
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
に
関
す
る
資

料
も
大
量
に
含
ま
れ
る
。
中
国
で
は
、
南
京
大
学
歴
史
学
院
の
張

生
教
授
を
中
心
に
、
同
館
所
蔵
の
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
関
係
文
書
を

収
集
・
整
理
し
、
中
国
語
に
訳
し
て
出
版
す
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
行
中
で
あ
り
、
一
部
は
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る

（
２
）。

　

さ
て
、
ア
ル
バ
ム
の
タ
イ
ト
ル
を
直
訳
す
れ
ば
『
国
際
連
盟
満

洲
調
査
委
員
会
ア
ル
バ
ム
』
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
内
容
を
加
味

し
て
『
リ
ッ
ト
ン
調
査
団　

満
鉄
特
製
ア
ル
バ
ム
』（
以
下
、「
特

製
ア
ル
バ
ム
」
と
称
す
る
）
と
し
た
。

図１　一九三二年四月四日、漢口に到着したリットン調査団一行（前列左はリッ
トン、右は顧維鈞

（３）

）



三

　

特
製
ア
ル
バ
ム
は
大
き
く
二
部
か
ら
な
る
。

　

前
半
の
五
〇
頁
は
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
一
行
の
満
洲
各
地
で
の
行
動
を
撮
影
し
た
写
真
で
あ
る
。
最
初
の
大
判
一
枚
が
脱
落
し
て
い
る

ほ
か
は
、
計
九
四
葉
の
写
真
が
四
隅
の
コ
ー
ナ
ー
シ
ー
ル
に
丁
寧
に
収
め
ら
れ
る
。
保
存
状
態
は
概
し
て
良
好
で
あ
る
。
す
べ
て
の
写
真

に
英
文
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
、
間
に
大
連
・
旅
順
な
ど
の
地
図
、
列
車
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
挟
ま
れ
る
ほ
か
、
昼
食
会
や
デ
ィ

ナ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
、
ワ
イ
ン
リ
ス
ト
な
ど
も
あ
り
、
満
鉄
が
関
東
軍
や
満
洲
国
と
連
携
し
て
一
行
を
「
歓
待
」
し
た
様
子
が
じ
か
に
伝
わ
っ

て
く
る
。
さ
ら
に
、
和
装
の
女
性
に
よ
る
も
て
な
し
の
場
面
も
数
葉
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
を
調
査
団
の
行
程
と
照
合
し
て
み
る
と
、

日
付
と
場
所
の
同
定
が
可
能
で
あ
り
、
ほ
ぼ
時
間
軸
に
沿
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

後
半
部
分
は
新
聞
の
切
り
抜
き
四
〇
頁
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
英
文
・
日
文
・
中
文
・
露
文
の
新
聞
か
ら
調
査
団
一
行
に
関
わ

る
報
道
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
漢
文
で
書
か
れ
た
農
民
か
ら
の
請
願
書
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
前
半
の
写
真
部
分

に
も
、
一
行
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
に
請
願
の
た
め
訪
れ
る
朝
鮮
人
農
民
、
朝
鮮
人
居
住
区
を
訪
れ
る
調
査
団
の
姿
な
ど
が
見
ら
れ
、
満
鉄

が
何
を
見
せ
よ
う
と
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
こ
の
特
製
ア
ル
バ
ム
を
作
成
し
た
の
か
、
そ
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　
　

一
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
と
顧
維
鈞
入
満
問
題

　

一
九
三
一
年
一
二
月
一
〇
日
、
国
際
連
盟
本
部
で
満
洲
問
題
に
関
す
る
連
盟
調
査
団
の
派
遣
が
可
決
さ
れ
、
翌
年
一
月
ま
で
に
以
下
の

五
名
の
委
員
が
指
名
さ
れ
た
。



四

イ
ギ
リ
ス
：
リ
ッ
ト
ン
（V

ictor A
lexander George Robert Bulw

er-Lytton, 

委
員
長
）

フ
ラ
ン
ス
：
ク
ロ
ー
デ
ル
（H

enri-Edouard Claudel

）

イ
タ
リ
ア
：
ア
ル
ド
ロ
バ
ン
デ
ィ
（Luigi A

ldrovandi-M
arescotti

）

ド
イ
ツ
：
シ
ェ
ネ
ー
（A

lbert H
einrich von Schnee

）

ア
メ
リ
カ
：
マ
ッ
コ
イ
（Frank Ross M

cCoy

）

　

こ
の
ほ
か
、
調
査
団
に
は
随
員
五
名
、
専
門
家
（
法
律
・
鉄
道
・
経
済
）
に
加
え
て
、
当
事
国
の
日
本
と
中
国
か
ら
一
名
ず
つ
参
与
員

（A
ssessor

）
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
か
ら
は
ト
ル
コ
大
使
吉
田
伊
三
郎
が
、
中
国
か
ら
は
屈
指
の
知
米
派
で
国
民
政
府
外
交
部
長

の
経
験
の
あ
る
顧
維
鈞
（W

ellington K
oo

）
が
指
名
さ
れ
た
。

　

一
行
は
ア
メ
リ
カ
経
由
で
半
年
に
及
ぶ
長
期
間
の
調
査
の
旅
に
赴
く
。
ま
ず
一
九
三
二
年
二
月
末
に
横
浜
に
到
着
し
、
東
京
、
大
阪
、

神
戸
で
政
府
・
軍
・
実
業
界
各
方
面
と
の
会
談
や
聞
き
取
り
な
ど
を
行
っ
た
後
、
中
国
に
向
か
い
、
三
月
一
四
日
に
上
海
に
上
陸
し
た
。

三
月
二
六
日
に
は
首
都
南
京
に
到
着
、
当
地
で
は
汪
精
衛
行
政
院
長
、
蔣
介
石
軍
事
委
員
会
委
員
長
ら
国
民
政
府
首
脳
と
会
談
を
重
ね
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
四
月
に
北
京
に
赴
き
、
奉
天
か
ら
逃
れ
て
き
た
張
学
良
と
も
面
会
し
事
情
聴
取
を
行
っ
た
。
こ

の
際
、
張
学
良
が
調
査
団
に
対
し
て
満
洲
に
お
け
る
日
本
の
行
動
を
非
難
し
、
中
国
の
領
土
保
全
を
訴
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

北
京
で
の
会
談
と
調
査
を
終
え
た
一
行
は
、
四
月
一
九
日
に
北
京
を
発
っ
て
、
陸
路
と
海
路
に
分
か
れ
て
大
連
に
向
か
う
。
調
査
団
の



五

本
来
の
目
的
地
、
満
洲
を
訪
問
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
と
き
大
き
な
懸
案
と
な
っ
た
の
が
、
顧
維
鈞
の
満
洲
入
リ
の
可
否
だ
っ
た
。
と

い
う
の
も
、
満
洲
国
政
府
（
調
査
団
が
日
本
滞
在
中
の
二
月
二
八
日
に
満
洲
建
国
が
宣
言
さ
れ
た
）
が
中
国
側
参
与
員
顧
維
鈞
の
満
洲
入

り
に
、
強
硬
に
反
対
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
反
対
論
を
主
導
し
た
の
は
、
満
洲
国
外
交
部
総
務
司
長
の
大
橋
忠
一
で
あ
る
。
も
し
顧
維

鈞
が
満
洲
に
入
れ
ば
、
張
学
良
ら
敵
対
勢
力
を
勢
い
づ
か
せ
、
新
政
府
に
不
利
に
働
き
か
ね
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
り
、
関
東

軍
の
本
庄
繁
司
令
官
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
た
。

　

事
の
経
緯
は
、
臼
井
勝
美
が
日
本
の
外
交
文
書
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
満
洲
国
が
閣
議
決
定
で
、
顧
維
鈞
と
そ
の
随
員
の

満
洲
入
り
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
南
京
国
民
政
府
に
通
知
す
る
の
が
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
が
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
四
月
五
日
で
あ
る

（
４
）。

日

本
政
府
は
こ
の
決
定
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
前
、
懸
案
が
起
こ
る
と
、
日
本
政
府
は
国
際
聯
盟
本
部
と
満
洲
国
の
居
中
調

停
を
試
み
て
い
た
が
、
満
洲
国
側
の
姿
勢
は
あ
く
ま
で
強
硬
で
あ
っ
た
。
他
方
、
リ
ッ
ト
ン
も
顧
維
鈞
の
同
行
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
調

査
団
は
満
洲
に
は
入
ら
な
い
と
の
警
告
を
満
洲
国
と
日
本
政
府
に
発
し
て
い
た
。

　

調
査
団
が
二
手
に
分
か
れ
て
移
動
し
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
満
洲
国
は
日
本
政
府
の
説
得
も
あ
っ
て
、

し
ぶ
し
ぶ
顧
維
鈞
の
入
満
を
認
め
た
も
の
の
、
鉄
道
で
の
移
動
に
は
最
後
ま
で
強
硬
に
反
対
し
た
。
満
洲
国
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
京
奉

線
（
北
平
〜
奉
天
）
の
う
ち
「
関
外
」（
山
海
関
〜
奉
天
）
の
部
分
は
「
満
洲
国
有
鉄
道
」
で
あ
り
、
そ
の
運
営
を
満
鉄
に
委
託
し
た
路
線

で
あ
っ
た
。
幾
度
も
の
交
渉
と
協
議
の
結
果
、
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
ア
ル
ド
ロ
バ
ン
デ
ィ
と
マ
ッ
コ
イ
は
列
車
で
奉
天
に
向
か

い
、
リ
ッ
ト
ン
ら
三
名
の
委
員
と
顧
維
鈞
は
満
洲
国
境
手
前
の
秦
皇
島
で
汽
車
を
降
り
、
リ
ッ
ト
ン
と
顧
は
中
国
軍
艦
で
、
ま
た
ク
ロ
ー

デ
ル
と
シ
ェ
ネ
ー
は
日
本
の
軍
艦
に
乗
り
、
海
路
大
連
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。



六

　

特
製
ア
ル
バ
ム
に
は
、
大
連
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
リ
ッ
ト
ン
と
顧
維
鈞
を
船
上
で
撮

影
し
た
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
図
2
）。

　

顧
維
鈞
一
行
の
満
洲
入
境
に
あ
た
り
、
満
洲
国
は
国
際
連
盟
に
対
し
そ
の
安
全
の
確
保

や
便
宜
供
与
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、「
妨
害
等
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ナ
ク
単
ニ
監
視
的
態
度
ヲ

以
テ
其
行
動
ヲ
静
観
ス
ル

（
５
）」

と
の
日
本
政
府
の
意
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
地
当
局
は
顧

ら
の
一
挙
手
一
投
足
に
注
意
を
怠
ら
ず
、
外
出
は
も
と
よ
り
、
彼
の
行
動
に
厳
し
い
制
限

を
加
え
よ
う
と
し
た
。
顧
維
鈞
も
調
査
終
了
後
に
政
府
に
提
出
し
た
報
告
書
の
中
で
、
満

洲
で
の
中
国
代
表
団
は
、
行
動
の
制
限
、
人
数
の
制
限
（
二
一
名
か
ら
一
四
名
に
減
員
）、

監
視
や
取
締
り
、
調
査
団
と
の
隔
離
、
な
ど
諸
々
の
妨
害
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
と
述
べ
て
い
る

（
６
）。

奉
天
の
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
滞
在
中
に
は
、

過
剰
な
る
「
監
視
」
に
対
し
て
外
交
ル
ー
ト
で
抗
議
の
意
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
７
）。

　

そ
う
し
た
事
情
か
ら
か
、
特
製
ア
ル
バ
ム
に
は
、
上
記
の
大
連
到
着
時
の
一
枚
の
ほ
か
顧
維
鈞
が
登
場
す
る
写
真
は
ま
っ
た
く
な
い
。

他
方
、
日
本
の
参
与
員
た
る
吉
田
伊
三
郎
は
、
し
ば
し
ば
特
製
ア
ル
バ
ム
に
そ
の
姿
を
確
認
で
き
る
。
満
鉄
の
側
が
満
洲
国
の
意
に
沿
っ

て
、
顧
の
存
在
を
意
図
的
に
消
去
あ
る
い
は
無
視
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
顧
維
鈞
ら
中
国
代
表
団
は
リ
ッ
ト
ン
ら
調
査
委
員
一
行
と
と
も
に
大
連
〜
奉
天
〜
長
春
〜
ハ
ル
ビ
ン
と
移

動
し
た
も
の
の
、
滞
在
地
で
は
多
く
の
場
合
、
別
行
動
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
満
洲
国
内
で
の
活
動
の
実
態
は

不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
顧
維
鈞
の
回
想
録
で
は
、
大
連
到
着
後
に
溥
儀
夫
人
婉
容
の
密
使
か
ら
長
春
脱
出
の
た
め
の
協
力
を
懇
請
さ
れ

図２　一九三二年四月二二日、中国の
軍艦で大連に到着したリットン（前列
右）と顧維鈞（前列中央）



七

た
こ
と
、
長
春
で
は
本
庄
繁
に
再
三
請
わ
れ
て
、
あ
る
日
の
晩
に
日
本
料
理
屋
で
密
か
に
食
事
を
と
も
に
し
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い

（
８
）。

本
庄
繁
の
日
記
に
も
、
リ
ッ
ト
ン
一
行
の
調
査
に

応
じ
た
日
の
夜
「
リ
ッ
ト
ン
卿
等
の
満
洲
国
と
の
連
絡
の
事
及
中
央
部
の
意
図
を
奉
じ
、
顧
維
鈞
の
調
査
を
許
す
事
に
付
て
の
研
究
会
議（

９
）」

を
開
い
た
と
記
さ
れ
る
も
の
の
、
顧
と
接
触
し
た
旨
の
記
述
は
い
っ
さ
い
な
い
。
特
製
ア
ル
バ
ム
写
真
か
ら
ほ
ぼ
「
抹
消
」
さ
れ
た
顧
維

鈞
一
行
の
具
体
的
行
動
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
顧
維
鈞
ア
ー
カ
イ
ブ
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
蔵
さ
れ
る
国
際
連
盟
資
料
に
基
づ
き
、

今
後
解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

二
、
調
査
団
の
活
動
と
特
製
ア
ル
バ
ム
の
写
真

　

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
満
洲
に
お
け
る
行
程
は
、
委
員
や
随
員
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
＊
で
示
し
た
の

は
、
特
製
ア
ル
バ
ム
の
写
真
で
確
認
で
き
る
宿
泊
先
と
訪
問
先
（
訪
問
者
）
で
あ
る
。

【
四
月
二
〇
日
】
大
連
着

【
四
月
二
一
日
】
大
連
発
、
奉
天
着
（
＊
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
泊
）

【
四
月
二
二
日
〜
五
月
一
日
】
奉
天

＊
奉
天
総
領
事
館
／
北
陵
／
関
東
軍
司
令
部
／
東
陵



八

【
五
月
二
日
】
奉
天
発
、
公
主
嶺
を
経
て
長
春
着

＊
公
主
嶺
農
業
試
験
所

【
五
月
三
日
〜
六
日
】
長
春
（
＊
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
泊
）

＊
満
洲
国
外
務
総
長
謝
介
石
／
満
洲
国
総
理
鄭
孝
胥
／
日
本
領
事
館
／
満
洲
国
執
政
溥
儀

【
五
月
七
日
】
日
帰
り
で
吉
林
に

＊
日
本
総
領
事
石
射
猪
太
郎
／
第
二
師
団
長
多
門
二
郎
／
吉
林
省
長
（
招
宴
）

【
五
月
八
日
】
長
春

【
五
月
九
日
】
長
春
発
、
ハ
ル
ビ
ン
着
（
＊
ホ
テ
ル
・
モ
デ
ル
ネ
泊
）

＊
中
東
鉄
路
蔡
家
溝
駅

【
五
月
一
〇
日
〜
二
〇
日
】
ハ
ル
ビ
ン

＊
ハ
ル
ビ
ン
関
東
軍
司
令
部
／
ハ
ル
ビ
ン
市
長
鮑
観
澄
／
日
本
総
領
事
館
／
ポ
ー
ラ
ン
ド
教
会
／
中
東
鉄
路
理
事
長
〔
代

理
〕
李
紹
庚
／
朝
鮮
人
居
住
区
／
黒
龍
江
省
長
程
志
遠

【
五
月
二
一
日
】
ハ
ル
ビ
ン
発
、
奉
天
着

随
員
数
名
は
二
二
日
に
空
路
に
て
ハ
ル
ビ
ン
発
、
チ
チ
ハ
ル
着
（
＊
龍
江
ホ
テ
ル
）　

＊
チ
チ
ハ
ル
日
本
領
事
館
／
江
橋
／

洮
南

【
五
月
二
二
日
〜
二
四
日
】
奉
天



九

【
五
月
二
五
日
】
奉
天
発

【
五
月
二
六
日
】
大
連
着

＊
満
鉄
総
裁
内
田
康
哉
公
邸

【
五
月
二
七
日
】
日
帰
り
で
旅
順
に

＊
二
〇
三
高
地

【
五
月
二
八
日
〜
二
九
日
】
大
連
（
＊
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
泊
）

＊
関
東
州
長
官
山
岡
万
之
助
／
満
鉄
総
裁
内
田
康
哉

【
五
月
三
〇
日
】
大
連
発
、
鞍
山
を
経
て
奉
天
着

＊
鞍
山
製
鉄
所

【
五
月
三
一
日
】
奉
天

【
六
月
一
日
】
日
帰
り
で
撫
順
に

＊
昭
和
製
鋼
所
社
長
兼
満
鉄
理
事
伍
堂
卓
雄
公
邸
／
撫
順
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
工
場
／
撫
順
炭
鉱

【
六
月
二
日
〜
三
日
】
奉
天

＊
柳
条
溝マ

マ

爆
発
地
点
／
北
大
営

【
六
月
四
日
】
奉
天
発
、
錦
州
を
経
て
山
海
関
着

＊
錦
州
警
備
隊
司
令
部



一
〇

　

満
洲
に
お
け
る
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
活
動
で
も
っ
と
よ
く
知
ら
れ
る
の
は
、
柳
条
湖
爆
破
地
点
を
調
査
す
る
一
行
の
写
真
で
あ
ろ
う
。

こ
の
調
査
が
、
一
か
月
半
に
及
ぶ
満
洲
滞
在
の
最
後
の
日
（
六
月
三
日
）
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
は
意
外
の
感
を
覚
え
る
。
関
東
軍
の
意
図

が
働
い
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、
今
後
の
解
明
を
俟
ち
た
い
。

　

別
に
目
を
引
く
の
は
、
一
行
の
ハ
ル
ビ
ン
滞
在
が
異
例
の
長
さ
に
及
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
国
民
政
府
下
の
黒
龍
江
省
主
席

代
理
で
あ
っ
た
馬
占
山
が
い
っ
た
ん
は
満
洲
国
に
合
流
す
る
態
度
を
見
せ
た
も
の
の
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
入
満
を
前
に
離
反
し
、
関
東

軍
と
の
戦
闘
が
続
く
中
で
、
調
査
団
が
馬
と
の
面
会
を
強
く
希
望
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
顧
維
鈞
も
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、

満
洲
国
に
敵
対
す
る
馬
占
山
と
の
会
談
の
必
要
性
を
強
く
主
張
し
た
。
結
局
、
調
査
団
の
意
を
体
し
た
ス
イ
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
リ

ン
ト
（A

. R. Lindt

）
が
「
密
使
」
と
な
っ
て
馬
と
の
会
見
に
成
功
し
た
が
、
こ
れ
を
知
っ
た
満
洲
国
・
関
東
軍
が
強
く
反
発
し
た
の
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る

（
（1
（

。
特
製
ア
ル
バ
ム
の
写
真
か
ら
は
、
馬
占
山
問
題
を
め
ぐ
り
緊
迫
す
る
ハ
ル
ビ
ン
の
情
勢
は
い
っ
さ
い
伝
わ
っ
て
こ
な

い
。

　

対
照
的
に
、
調
査
団
一
行
の
活
動
は
、
満
洲
国
と
関
東
軍
の
入
念
な
準
備
と
警
備
の
下
、
整
然
と
計
画
ど
お
り
に
進
め
ら
れ
た
。
特
製

ア
ル
バ
ム
の
写
真
に
は
、
ホ
ス
ト
役
の
満
洲
国
高
官
、
関
東
軍
将
校
、
満
鉄
関
係
者
、
日
本
の
領
事
ら
と
会
見
し
た
調
査
団
一
行
を
撮
影

し
た
も
の
が
多
い
。
写
真
に
現
れ
る
重
要
人
物
と
し
て
は
、
満
洲
国
執
政
溥
儀
（
図
3
）、
国
務
院
総
理
鄭
孝
胥
、
外
交
部
総
長
謝
介
石
、

財
務
部
総
長
煕
洽
、
関
東
軍
司
令
官
本
庄
繁
、
満
洲
国
軍
政
部
最
高
顧
問
多
田
駿
、
満
鉄
総
裁
内
田
康
哉
な
ど
が
い
る
。

　

顧
維
鈞
の
み
な
ら
ず
、
調
査
団
一
行
に
対
す
る
警
備
が
厳
重
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
調
査
委
員
の
一
人
、
ド
イ
ツ
人
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・



一
一

シ
ュ
ネ
ー
が
こ
う
語
っ
て
い
る
。

奉
天
市
内
で
も
わ
れ
わ
れ
が
襲
撃
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
大

勢
の
警
官
が
配
置
さ
れ
た
。
調
査
団
員
は
だ
れ
で
も
外
出
の

際
、
つ
ね
に
私
服
の
憲
兵
一
人
に
伴
わ
れ
る
こ
と
は
、
す
で

に
東
京
訪
問
以
来
の
経
験
で
あ
っ
た
。
し
か
し
奉
天
で
は
ホ

テ
ル
か
ら
ち
ょ
っ
と
外
に
出
た
と
き
で
も
警
官
が
寄
り
添
う

よ
う
に
つ
い
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
が
日
本
側
の
軍
人
や
文
官

の
役
所
あ
る
い
は
自
国
の
領
事
館
に
会
談
の
た
め
出
か
け
る

と
、
道
路
上
に
は
た
し
か
に
以
前
の
軍
服
を
着
用
し
て
い
る

も
の
の
帽
子
に
新
政
権
「
満
州
国
」
の
し
る
し
の
星
か
ざ
り

を
つ
け
た
警
官
隊
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は

満
鉄
付
属
地
の
境
界
線
で
わ
れ
わ
れ
の
車
は
か
な
ら
ず
「
満

州
国
」
の
警
官
に
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、

わ
れ
わ
れ
の
中
国
側
の
参
与
員
顧
〔
維
鈞
〕
博
士
が
同
乗
し

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
、
も
し
い
た
場
合
に
は
彼
を
逮

図３　一九三二年五月四日、満洲国執政溥儀に謁見するリットン調査団一行



一
二

捕
す
る
た
め
で
あ
っ
た

（
（1
（

。

　

や
は
り
顧
維
鈞
の
動
向
に
当
局
が
厳
し
い
監
視
の
目
を
巡
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
政
府
・
軍
を
挙
げ
て
の
歓
待
と
厳
重
な
る
警

備
・
監
視
の
二
面
こ
そ
、
特
製
ア
ル
バ
ム
の
写
真
が
照
ら
し
出
す
、
満
洲
国
の
表
と
裏
の
「
光
景
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
請
願
団
と
陳
情
書

　

次
に
、
新
聞
切
り
抜
き
に
目
を
移
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
切
り
抜
き
の
間
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
、
冊
子
体
の
「
陳
情

書
」
で
あ
る
（
図
４
）。
毛
筆
で
綴
ら
れ
、
末
尾
に
「
奉
天
省
懐
徳
県
農
民
代
表　

畢
樹
勲
／
趙
祉
軒
／
王
迪
禹
／
韓
煥
然
」
の
署
名
が
あ

る
。
印
刷
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
満
洲
国
関
係
者
が
関
与
し
て
作
成
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
内
容

は
、
張
作
霖
・
張
学
良
父
子
統
治
時
代
の
農
民
に
対
す
る
苛
斂
誅
求
や
匪
賊
跋
扈
に
よ
る
生
活
の
困
窮
を
縷
縷
述
べ
、
新
国
家
誕
生
を
歓

迎
し
つ
つ
生
活
改
善
へ
の
期
待
を
訴
え
る
も
の
で
、
当
局
が
裏
で
組
織
し
た
で
あ
ろ
う
「
ヤ
ラ
セ
」
感
が
甚
だ
濃
厚
な
文
書
で
あ
る
。

　

こ
の
「
陳
情
書
」
は
、
す
ぐ
上
に
貼
り
つ
け
ら
れ
た
『
満
洲
日
報
』
の
記
事
「
懐
徳
県
農
会
か
ら
調
査
団
へ
陳
情
書　

過
去
の
県
状
を

縷
述
」
に
よ
り
、
五
月
二
日
に
奉
天
か
ら
長
春
へ
移
動
す
る
途
上
の
公
主
嶺
で
手
渡
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
農
業
試
験
場
を

査
察
し
た
際
に
や
り
取
り
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
記
事
は
陳
情
書
の
全
文
を
翻
訳
紹
介
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
が
中
国
や
満
洲
各
地
に
滞
在
し
て
い
る
間
、
多
く
の
住
民
や
団
体
か
ら
連
盟
・
委
員
宛
に
手
紙
・
電
報
・



一
三

陳
情
書
・
宣
言
書
・
報
告
書
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
が
寄
せ
ら
れ
た
。
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
満
洲
滞
在
中
に
「
農
民
、
小

商
人
、
都
市
労
働
者
及
学
生
ヨ
リ
発
セ
ラ
レ
タ
ル
」
書
簡
は
一
五
〇
〇
通
に
上
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
「
二
通
ヲ
除
キ
他
ハ
総

テ
新
「
満
洲
国
政
府
」
及
日
本
人
ニ
対
シ
痛
烈
ニ
敵
意
ヲ
示
」
す
も
の
だ
っ
た
と
い
う

（
（1
（

。
ま
た
、
数
字
に
ズ
レ
は
あ
る
が
、
張
生
の
統
計

に
よ
れ
ば
、
満
洲
の
住
民
が
提
出
し
た
各
種
文
書
（
呈
文
）
の
う
ち
、
満
洲
独
立
を
非
難
す
る
書
簡
は
一
三
九
〇
通
、
満
洲
国
を
支
持
す

る
も
の
が
二
〇
余
通
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
特
製
ア
ル
バ
ム
の
「
陳
情
書
」
は
、
新
政
府
を
支
持
す
る
わ
ず
か
二
通
の
文
書
の
一
つ
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

書
簡
や
陳
情
書
ば
か
り
で
は
な
い
。
調
査
団
は
訪
問
し
た
先
で
民
衆
団
体
の
代
表
と
も
進
ん
で
面
会
し
た
。
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
や
日
本

の
外
交
文
書
な
ど
か
ら
知
り
う
る
限
り
で
も
、
調
査
団
（
事
務
局
員
も
含
む
）
が
民
衆
団
体
や
民
族
団
体
・
宗
教
団
体
の
代
表
か
ら
直
接

意
見
を
聴
取
す
る
場
が
設
け
ら
れ
た

（
（1
（

。（
表
１
、
＊
は
日
本
の
外
交
文
書

に
も
記
載
あ
り
。）

　

こ
の
う
ち
、
特
製
ア
ル
バ
ム
の
写
真
で
確
認
で
き
る
の
は
、
四
月
二

六
日
、
五
月
四
日
、
五
月
一
〇
日
、
六
月
一
日
の
会
見
で
あ
る
（
図

５
）。
民
衆
団
体
と
の
会
見
が
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
た
の
か
は
判
然
と

し
な
い
が
、
い
ず
れ
も
満
洲
国
政
府
や
関
東
軍
の
許
可
を
経
て
設
け
ら

れ
た
会
見
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
五
月
七

日
に
吉
林
を
訪
れ
た
際
の
写
真
に
は
、
朝
鮮
人
の
父
親
に
抱
き
抱
え
ら

図４　奉天省懐徳県県農会「陳情書」



一
四

日時 場所 面会者
四月二四日 奉天 ＊朝鮮人代表約五〇名
四月二六日 奉天 ＊鉄嶺・長春・安東・奉天居留の朝鮮人代表
五月四日 長春 朝鮮人農民、「満洲国」人民代表、蒙古代表
五月六日 長春 蒙古・回教徒使節
五月七日 吉林 ＊朝鮮人代表、日本人代表
五月一〇日 ハルビン ＊三〇名の朝鮮人避難民
五月二七日 大連 朝鮮人代表
六月一日 奉天 朝鮮人代表、満洲人代表
六月一日 撫順 朝鮮人農民

表 1　リットン調査団との面会者

図５　上は四月二六日、奉天で調査団との会見を終えた朝鮮住民。下は五月一
日、街路で請願を行う満洲の農民。



一
五

れ
る
幼
児
と
調
査
団
員
の
ス
ナ
ッ
プ
も
あ
り
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
張
学
良
の
支
配
下
で
吉
林
省
の
兵
士
に
よ
り
中
指
を
切
断
さ
れ
た

朝
鮮
人
の
幼
子
」
と
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。「
陳
情
書
」
と
同
じ
く
、
張
学
良
政
権
の
横
暴
・
非
道
を
調
査
委
員
に
印
象
付
け
よ
う
と
の

意
図
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　
　
　

四
、
新
聞
切
り
抜
き

　

最
後
に
特
製
ア
ル
バ
ム
の
後
半
を
占
め
る
新
聞
切
り
抜
き
に
つ
い
て
、
簡

単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
四
〇
頁
に
及
ぶ
切
り
抜
き
は
、
満
鉄
が
経
営
す
る

新
聞
の
ほ
か
、
満
洲
国
・
関
東
軍
の
息
の
か
か
っ
た
新
聞
が
多
く
、
満
洲
独

立
に
批
判
的
な
論
調
の
記
事
は
一
つ
も
な
い
。
満
洲
国
寄
り
の
色
彩
が
濃
厚

な
記
事
ば
か
り
で
あ
る
。
新
聞
リ
ス
ト
と
発
行
地
を
掲
げ
る
と
、
表
２
の
よ

う
に
な
る
。

　

こ
の
う
ちM

anchuria D
aily N

ew
s,

『
満
洲
日
報
』、『
盛
京
時
報
』
の

三
紙
は
こ
の
と
き
満
鉄
経
営
の
新
聞
に
な
っ
て
お
リ
、『
黒
龍
江
民
報
』
は
満

洲
建
国
後
に
関
東
軍
に
接
収
さ
れ
た
。『
哈
爾
濱
公
報
』
も
満
洲
国
擁
護
の
立

場
に
転
じ
た
た
め
、
関
東
軍
か
ら
再
発
行
の
許
可
を
受
け
て
い
た

（
（1
（

。
い
ず
れ

紙名 言語 発行地
Manchuria Daily News 英 大連
満洲日報 日 大連
Osaka Mainichi 英 大阪
奉天毎日新聞 日 奉天
盛京時報 中 奉天
大阪朝日新聞 日 大阪
Japan Times 英 東京
Harbin Daily News 英 ハルビン
哈爾濱公報 中 ハルビン
Харбиноское Время

（ハルビンスコエ・ブレーミヤ）
露 ハルビン

黒龍江民報 中 チチハル
表２　新聞切り抜き一覧



一
六

も
日
本
の
領
事
館
や
関
東
軍
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
日
刊
紙
で
あ
る
。『
ハ
ル
ビ
ン
ス

コ
エ
・
ブ
レ
ー
ミ
ヤ
』
は
切
り
抜
き
の
中
で
唯
一
の
ロ
シ
ア
語
新
聞
で
あ
り
、
満
洲

国
や
関
東
軍
と
直
接
の
関
係
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
ハ
ル
ビ
ン
は
ま
だ
満
鉄
の
管

轄
圏
外
に
あ
り
、
し
か
も
馬
占
山
の
反
乱
で
先
行
き
不
透
明
な
政
情
に
あ
っ
た
。
ハ

ル
ビ
ン
言
論
界
へ
の
日
本
の
影
響
力
は
か
な
り
限
定
的
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
満
洲
建
国
後
に
は
、
ハ
ル
ビ
ン
で
も
言
論
統
制
と
世
論

操
作
を
目
的
に
、
日
本
の
領
事
館
が
ロ
シ
ア
語
刊
行
物
に
も
検
閲
の
目
を
光
ら
せ
る

よ
う
に
な
っ
た

（
（1
（

。

　

新
聞
切
り
抜
き
で
注
目
す
べ
き
は
、
写
真
の
部
で
は
そ
の
存
在
が
ほ
ぼ
「
抹
殺
」

さ
れ
て
い
た
顧
維
鈞
の
動
向
が
、
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図

６
）。
こ
れ
ら
の
記
事
を
見
る
限
り
、
顧
維
鈞
は
と
き
に
日
本
側
（
満
洲
国
や
満
鉄
）

と
調
査
団
の
会
見
の
場
に
同
席
し
、
ま
た
調
査
団
一
行
と
外
出
を
と
も
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
満
鉄
総
裁
内
田
康
哉
の
招
宴
に
も
賓
客
と
し
て
出
席
し
、
日
本
人
記
者
に
取

り
囲
ま
れ
て
取
材
を
受
け
る
場
面
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
記
事
の
多
く
は
写
真
付
き

で
、
関
連
報
道
の
多
さ
は
、
写
真
部
分
の
「
抹
殺
」
ぶ
り
と
対
照
的
で
す
ら
あ
る
。

「
顧
維
鈞
問
題
」
が
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
入
満
後
も
大
き
な
国
際
問
題
と
な
っ
て
い
た

図６　左は四月二二日、奉天ヤマトホテルで日本人記者の質問に答える顧維鈞
（『盛京日報』四月二六日）。右は五月七日、日本の憲兵に護衛され吉林を訪れる
顧維鈞（Osaka Mainichi、日付不明）。



一
七

こ
と
か
ら
、
満
鉄
系
の
新
聞
や
日
本
の
新
聞
は
そ
の
言
動
に
多
く
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
特
製
ア
ル
バ
ム
の
構
成
と
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
。
日
本
に
お
い
て
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
と
そ
の
報
告
書
は
お
も
に
日

本
近
代
史
や
国
際
政
治
史
の
文
脈
で
数
多
く
論
究
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
文
中
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
満
州
入
国
後
の
顧
維
鈞
の
言
動
、

リ
ッ
ト
ン
一
行
の
調
査
の
プ
ロ
セ
ス
（
例
え
ば
、
柳
条
湖
事
件
の
現
場
検
証
が
北
京
に
戻
る
前
日
に
設
定
さ
れ
た
理
由
）、
一
五
〇
〇
通
に

上
る
書
簡
や
陳
情
書
が
映
し
出
す
現
地
輿
論
の
状
況
な
ど
、
今
後
解
明
す
る
べ
き
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
な
い
。

　

特
製
ア
ル
バ
ム
が
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
や
そ
の
後
の
国
際
聯
盟
本
部
で
の
議
論
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
と
言
え
ば
、
ほ
と
ん
ど

影
響
は
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
と
し
て
も
極
小
で
あ
っ
た
、
と
の
評
価
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。
張
学
良
の
暴
政
を
非
難
し
、
満
洲

国
樹
立
の
正
当
性
を
訴
え
る
と
い
う
特
製
ア
ル
バ
ム
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
性
格
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も
当
然
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、

特
製
ア
ル
バ
ム
は
満
洲
国
の
「
光
」
の
一
面
だ
け
伝
え
る
こ
と
に
徹
し
た
、
一
方
的
な
宣
伝
材
料
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
製

ア
ル
バ
ム
の
写
真
や
新
聞
記
事
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
満
鉄
（
お
よ
び
そ
の
背
後
に
い
る
満
洲
国
や
関
東
軍
）
が
調
査
団
一
行
に
何
を

見
せ
よ
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
何
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
逐
一
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
写
真
と
い
う
視
覚
資
料

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
は
「
満
洲
国
」
の
「
実
在
」
と
「
虚
妄
」
の
両
面
を
、
臨
場
感
を
も
っ

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
特
製
ア
ル
バ
ム
の
価
値
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
ア
ル
バ
ム
を
通
し
て
、
あ
る
い



一
八

は
ア
ル
バ
ム
を
手
が
か
り
に
、
満
州
事
変
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
派
遣
、
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
と
い
う
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
東
ア
ジ
ア

の
趨
勢
を
決
定
づ
け
た
大
き
な
歴
史
の
流
れ
を
触
知
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

こ
の
特
製
ア
ル
バ
ム
を
ひ
と
つ
の
歴
史
資
料
と
し
て
見
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
に
は
意
図
的
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ

た
「
不
在
」
の
世
界
を
想
像
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
一
つ
例
を
挙
げ
よ
う
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
満
州
訪
問
に

当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
衆
団
体
や
個
人
か
ら
膨
大
な
数
の
書
簡
や
陳
情
書
が
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
「
民
の
声
」
を
調
査
団
が

重
視
し
、
満
州
独
立
へ
の
賛
成
・
反
対
論
を
問
わ
ず
、
積
極
的
な
聴
取
を
行
っ
た
こ
と
は
特
製
ア
ル
バ
ム
も
一
面
的
な
が
ら
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
、
調
査
団
が
現
地
の
状
況
を
理
解
し
「
民
の
声
」
へ
接
近
す
る
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
在
満
の

欧
米
宣
教
師
の
情
報
網
で
あ
り
、
リ
ッ
ト
ン
ら
聯
盟
委
員
が
積
極
的
に
こ
れ
を
活
用
し
、
多
く
の
宣
教
師
と
接
触
を
図
っ
た
こ
と
は
、
冒

頭
に
紹
介
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
連
合
図
書
・
文
書
館
が
収
め
る
、
宣
教
師
か
ら
の
報
告
書
や
書
簡
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
（1
（

。
こ
れ
ら
は
、

特
製
ア
ル
バ
ム
を
「
表
」
と
す
れ
ば
、
調
査
団
の
「
裏
」
の
活
動
を
示
す
ま
た
と
な
い
資
料
で
あ
る
。
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
そ
う
し
た
資
料
を
活
用
し
て
、
満
州
事
件
や
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
研
究
が
さ
ら
な
る
深
ま
り
と
広
が
り
を
獲
得
し
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　

特
製
ア
ル
バ
ム
は
、
客
人
を
迎
え
る
た
め
に
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
た
「
表
」
玄
関
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
玄
関
を
入
っ
た
先
に
あ
る
も

の
を
見
る
に
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
入
り
口
で
は
あ
る
。
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注（
１
）　

原
書
は
未
見
。U
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o.exlibrisgroup.com

/discovery/fulldisplay?docid=alm
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context=L
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G_IN
ST
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20Search%
20Engine&
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m
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（
２
）　

楊
駿
・
張
生
「
日
内
瓦
李
頓
調
査
団
檔
案
文
献
的
結
構
和
価
値
」『
安
徽
史
学
』
二
〇
一
九
年
第
二
期
、
張
生
「〝
新
史
学
〟
的
宗
旨
：
中
国
各
界

致
李
頓
調
査
団
呈
文
初
解
」『
抗
日
戦
争
史
研
究
』
二
〇
二
一
年
第
二
期
、
張
生
「
接
待
与
政
治
：
李
頓
調
査
団
的
中
国
関
内
之
行
」『
近
代
史
研

究
』
二
〇
二
二
年
第
三
期
。
張
生
主
編
『
国
聯
調
査
団
報
告
書　

李
頓
調
査
団
檔
案
文
献
集
』（
南
京
大
学
出
版
社
）
が
二
〇
一
九
年
よ
り
刊
行

中
。

（
３
）　U

nited N
ations Library &

 A
rchives Geneva. U

RL: https://archives.ungeneva.org/chine-com
m

ission-lytton

（
４
）　

臼
井
勝
美
『
満
洲
国
と
国
際
連
盟
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
六
八
―
六
九
頁
。
満
鉄
総
務
部
調
査
課
は
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
入
満
後
に

「
顧
維
鈞
ノ
満
洲
国
入
国
拒
否
問
題
ノ
経
過
」
と
題
す
る
詳
細
な
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
（
外
務
省
外
交
史
料
館
、F-1-9-2-1-9_003

、
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
：B10074570600

）。

（
５
）　
「
満
洲
国
の
顧
維
鈞
入
満
拒
絶
に
関
す
る
日
本
側
の
斡
旋
調
停
に
つ
い
て
」（
吉
沢
外
務
大
臣
よ
り
在
長
春
田
代
領
事
宛
、
一
九
三
二
年
四
月
一
二

日
）、
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
（
満
洲
事
変
）』
第
二
巻
第
一
冊
、
一
九
八
一
年
、
七
三
六
―
七
三
七
頁
。

（
６
）　
「
国
際
聯
合
会
調
査
団
赴
東
北
調
査
経
過　

顧
維
鈞
報
告
書
」、
中
華
民
国
外
交
問
題
研
究
会
編
『
中
日
外
交
史
料
叢
編
（
五
）
日
本
製
造
偽
組
織

与
国
聯
的
制
裁
侵
略
』、
一
九
六
六
年
、
一
六
五
―
一
七
〇
頁
。



二
〇

（
７
）　
「
顧
維
鈞
一
行
の
監
視
問
題
に
関
し
実
情
報
告
に
つ
い
て
」（
在
奉
天
森
島
総
領
事
代
理
よ
り
吉
沢
外
務
大
臣
宛
、
一
九
三
二
年
五
月
六
日
）、
前

掲
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

満
洲
事
変
』、
八
二
〇
頁
。

（
８
）　

中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
訳
『
顧
維
鈞
回
憶
録
』
第
一
分
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
、
四
一
〇
―
四
一
二
頁
。

（
９
）　

本
庄
繁
『
本
庄
日
記
』
原
書
房
、
一
九
八
九
年
、
九
九
頁
。

（
10
）　

臼
井
前
掲
書
、
七
六
―
七
八
頁
。

（
11
）　

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ェ
ネ
ー
『「
満
州
国
」
見
聞
記　
　

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
同
行
記
』（
金
森
誠
也
訳
）
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一

二
―
一
一
三
頁
。（
原
刊
は
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
。）

（
12
）　
「
国
際
連
盟
調
査
委
員
会
報
告
書
」（
外
務
省
訳
）、
第
六
章
第
三
節
「
満
州
住
民
の
意
見
」、
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
（
満
州
事
変
）』
別
巻
、

一
九
八
一
年
、
一
九
五
頁
。

（
13
）　

前
掲
張
生
「〝
新
史
学
〟
的
宗
旨
：
中
国
各
界
致
李
頓
調
査
団
呈
文
初
解
」、
一
三
二
頁
。
そ
れ
ら
の
一
部
は
、
張
生
主
編
『
李
頓
調
査
団
檔
案
文

献
集
・
関
外
団
体
与
民
衆
呈
文
』（
上
下
、
南
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
に
収
め
ら
れ
る
。

（
14
）　

赤
松
裕
之
編
輯
兼
発
行
『
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
附
属
書
』「
付
録
乙　

会
見
日
誌
」、
国
際
連
盟
協
会
発
行
、
一
九
三
三
年
、
一
八
―
二
三
頁
。

（
15
）　

華
京
碩
「
満
洲
国
時
期
の
関
東
軍
の
新
聞
関
与
と
中
国
語
新
聞
」、『
21
世
紀
東
ア
ジ
ア
社
会
学
』
第
6
号
、
二
〇
一
六
年
六
月
、
一
二
六
―
一
二

八
頁
。

（
16
）　
「
満
洲
国
内
ニ
於
ケ
ル
本
邦
側
新
聞
取
締
関
係
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
、A-3-5-0-10_002

、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー

ド
：B02031109700

）



二
一

（
17
）　

臼
井
勝
美
も
、
調
査
委
員
が
奉
天
や
ハ
ル
ビ
ン
の
自
国
領
事
や
布
教
活
動
に
従
事
し
て
い
る
外
国
人
宣
教
師
か
ら
様
々
な
情
報
を
得
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
臼
井
前
掲
書
、
八
一
―
八
三
頁
。

【
補
記
】
校
正
時
に
金
光
耀
『
顧
維
鈞
伝　
　

以
公
理
争
強
権
』（
香
港
中
和
出
版
有
限
公
司
、
二
〇
二
三
年
）
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
蔵
のW

ellington K
oo Papers 

を
活
用
し
た
顧
維
鈞
の
本
格
的
伝
記
で
あ
る
。
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
に
し
た
が
い
満
洲
に
入
っ
た
顧
維
鈞
の
動
静
を
め

ぐ
り
、
顧
が
手
を
尽
く
し
て
現
地
の
中
国
人
に
接
触
し
よ
う
と
し
た
こ
と
や
訪
問
先
で
会
う
べ
き
人
物
の
リ
ス
ト
を
調
査
団
に
提
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し

て
お
り
、
本
稿
の
缺
を
補
う
。
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